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●受賞理由：

地すべりの運動形態によって被害の規模や質に大き

な差違を生じるので，運動像を類推するための移動体

の形状，とくに被害と直結する末端部の形状に関する

調査は極めて重要です。さらに，移動体の内部構造は，

地すべりの変形・運動のプロセスを記録しており，各

種の解析に必要な情報を提供します。しかしながら，

これまでに報告された地すべり移動体の内部構造の詳

細に関する研究事例は僅少といえます。

本技術報告は，２０１８年北海道胆振東部地震で発生し

た厚真町幌里A地すべり（仮称）を調査対象として，

移動体末端部の内部構造を詳細に記載し，末端部の隆

起過程・メカニズムを考察しています。本技術報告で

は，末端部隆起帯の形成に関する以下のメカニズムを

明らかにしました。

移動体末端部でのデタッチメント褶曲の形成，さら

にそれがランプ上を移動して隆起帯を形成，

移動体がランプを乗り越えて定置したことによる隆

起，

移動体が全面の低地に衝突・潜り込み，低地の地層

をめくり上げたことによる隆起，

低地上に停止した移動体に後続の移動体が積み上

がったことによる隆起帯の形成。

また，内部構造に基づく運動形態から被害状況を考

察しています。

構成地質が異なっても同様のバリエーションがある

ことも指摘されており，本技術報告の着眼点は他の地

震地すべりへの適用も可能で，斜面崩壊・地すべりの

運動形態・形成過程の解析にも大きく貢献すると考え

られます。研究成果を迅速にまとめ上げて早期に公表

されたことに加え，学術的にも有意義な知見を有して

います。よって本技術報告を技術報告賞に相応しいと

評価いたしました。
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